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東京都国民保護協議会幹事会議事録 

 

１ 日  時 

  令和７年１月 28日（火）14:30～15:00 

 

２ 会  場 

  東京都庁第一本庁舎８階 災害対策本部室（オンライン） 

 

３ 出席幹事等 

  71名 

 

４ 議  事（要旨は別紙のとおり） 

東京都国民保護計画の変更について（審議） 

 

５ 配布資料 

   ○ 幹事名簿 

   ○ 資料 東京都国民保護計画の変更について 
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別 紙 

 

事務局 

（高橋国民保護

担当課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

原田東京都危機

管理監 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日はご多忙のところお集まりいただきましてありがとうございます。 

ただ今より、東京都国民保護協議会幹事会を開催いたします。 

議事に入るまでの間、司会進行を務めさせていただきます、東京都総務局総合防災

部国民保護計画担当課長の高橋でございます。 

本日は、オンライン方式での開催でございます。会議資料につきましては、事前に

メールにて送付しております。 

なお、幹事の皆様におかれましては、本日の議事について御意見等がございました

ら、挙手ボタンにて会場で出席の方は挙手にて意思表明をお願いいたします。 

 それでは、議事に先立ちまして、東京都危機管理監の原田から、一言ご挨拶を申

し上げます。 

 

皆さんこんにちは。東京都危機管理監の原田です。 

本日はご多用のところ、東京都国民保護協議会幹事会にご出席いただきまして、

ありがとうございます。また、皆様におかれましては、日ごろから、国民保護計画

をはじめ、防災対策の推進にご尽力いただいておりますことを、この場をお借りし

て厚く御礼申し上げます。 

本幹事会の開催にあたり、一言ご挨拶申し上げます。 

現在の国際情勢ですが、米国では新たなトランプ政権が発足する Make America 

 Great Again ということで再びアメリカ国内を重視した政策が行われる一方、ウク

ライナ侵攻を続けるロシアや弾道ミサイルの発射を繰り返す北朝鮮、更には力によ

る現状変更を継続する中国など、非常に厳しい安全保障環境になっています。 

そのような中、ウクライナの首都キーウで見られたようなミサイル攻撃の脅威は

顕在化しており、国民保護措置も現実的な対応が必要となっています。 

このような認識の下、昨年１０月に東京都国民保護協議会において、国民保護計 

画の変更方針が承認され、関係機関等の皆様からご意見を頂きまして、ミサイル攻

撃を現実的な脅威として捉え、ミサイル攻撃への対処を強化するとともに、有事等

への対処を理解した上で、平時の態勢を確立することにより対処能力を向上するこ

とを重点にした素案を作成しました。 

皆様からの忌憚のないご意見を頂きたいと存じます。また、素案に係る意見にか

かわらず、日ごろ皆さんがお考えになっていることもご教示ください。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

最後に、都の国民保護への取り組みに対し、引き続き、ご理解・ご協力をお願い

いたしまして、私の挨拶とさせて頂きます。 
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事務局 

（高橋国民保護

担当課長） 

 

進行 

（永田国民保護

担当部長） 

 

事務局 

（高橋国民保護

担当課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここからは、議事の進行につきまして、東京都総務局国民保護担当部長の永田が

務めます。 

 

 

それではこれより議事を進めさせていただきます。 

東京都国民保護計画の変更について、事務局の総務局総合防災部国民保護計画担

当課長の高橋より説明いたします。 

 

 １ページをご覧ください。 

今回の変更方針についてですが、ロシアによるウクライナ侵攻が始まって、まも

なく３年が経過します。この間、特に首都キーウに対するミサイル攻撃は、未だに

武力で問題解決を図ろうとする行動が現実となることが示されました。また近年、

北朝鮮は弾道ミサイルを繰り返し発射しております。よって、ミサイル攻撃を現実

的な脅威と捉えミサイル攻撃への対処を強化する必要があります。そのため、大規

模テロ等に特化している現行計画に加えて、弾道ミサイル攻撃も重視します。また、

ミサイル攻撃の対応として、都が進めているハード・ソフト両面からの取組も充実

させます。 

変更方針の２点目として、パリオリンピックでも高速鉄道でのテロ行為など、国

際競技やイベントにおけるテロの脅威は依然顕在しており、現行計画で充実させて

いる大規模テロへの対処に合わせて、より実効性の高い計画に変更します。そのた

めに、想定する事態等への対処を、まず理解し、平素の段階においての準備態勢を

確立することによって対処能力の向上を図ります。また、今までの訓練成果を踏ま

え、関係機関等の役割を事態の推移に合わせて時系列で整理します。 
これらの変更方針に従い策定した、主な変更点についてですが、まず、全体の構

成として、より実効性を高める内容とするために現行計画の第４から６章を整理統

合して変更素案の第３章とし、現行計画の第３章の「平素からの備え」を第６章と

しております。 

次のページをご覧ください。各章の変更内容の概要についてですが、第２章は、

現行計画では、まず、着上陸侵攻が記載されていますが、ウクライナ侵攻などの今

までの戦争や紛争を参考にし、初めに「弾道ミサイル攻撃」があり、平行的に「ゲ

リラ・特殊部隊による攻撃」、そして「航空攻撃」、最後に「着上陸侵攻」と蓋然性

の高い順序に事態類型の記載を変更しております。 

また、想定する事態の留意点として、現行計画では、世界の首都や大都市での大

規模テロの多くの発生や、東京 2020オリンピック・パラリンピックについて記載さ

れていましたが、昨今の情勢を考慮して、大規模テロに限らず、弾道ミサイル攻撃

を現実的な脅威として、ハード・ソフト両面からの備えを重視することと、ライフ

ラインや医療機器等に多大な影響を及ぼす可能性のあるサイバー攻撃の対応を記載
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進行 

（永田国民保護

担当部長） 

 

 

 

 

事務局 

（高橋国民保護

担当課長） 

しております。 

第３章については、都・区市町村・関係機関の役割を避難準備、避難、避難所生

活、復帰の各段階で整理するとともに、住民への協力要請を包括的に記載しており

ましたが、次のページのとおり、国の役割を追加し、訓練の成果を踏まえて、警報、

避難、救援、災害への対処ごとに整理し、特に、関係機関等の役割を充実させると

ともに、住民への協力要請も時系列ごとに内容を充実させております。 

前のページにお戻りください。第６章については、避難施設の内訳が作成当時の

区分であり、訓練についてもテロ等に特化した内容で記載しておりましたが、ハー

ド・ソフトの両面の備えとして、避難施設を細分化し、緊急一時避難施設の使用時

間や使用条件が一覧として示してあるホームページリンク先を明記するとともに、

弾道ミサイルを想定した訓練の追加や実際の行動及び判断を伴う実践的な訓練の実

施を記載しております。 

以上が主な変更内容です。詳細は、「東京都国民保護計画（変更素案）」の本冊を

ご覧ください。 

前のページにお戻りください。最後に「今後の予定」ですが、変更素案を明日２

９日に公表し、２月末まで都民の皆様から意見を募集する予定です。 

なお、各区市町村や関係機関にも、この間に再度、ご意見を照会させていただき

ます。また、本日、ご参加の国民保護協議会委員の方々にも、ご連絡させていただ

きます。その後、修正案を作成し、来年度早期に東京都国民保護協議会を開催し、

国と協議を経て変更。公表する予定です。 

以上で、説明を終わります。 

 

 ただ今の説明について、ご意見などございましたら、ご発言ください。 

（意見なし） 

ありがとうございます。それでは、「東京都国民保護計画」の変更につきましては、

承認されましたので、以後、公表し意見募集を実施します。 

以上で予定の議事を終了します。委員の皆様におかれましては、引き続きご協力

をお願いいたします。進行を事務局に返します。 

 

これをもちまして、東京都国民保護協議会幹事会を終了いたします。 

本日は誠にありがとうございました。 

以上 


